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
　

回

被
災
地
の
お
見
舞
い
観
光

宿
泊
・
観
光
の
魅
力
発
信

全
旅
連

青
年
部「
宿
フ
ェ
ス
」を
来
月
開
催

旅館協会東北、昨年１年間

宿泊者前年比％増

コロナ禍前比は％減

昨
年
に
続
く
２
回
目
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で

人
員
は
前
年
比
３
％
減

旅
館
協
会
北
海
道
、
月
実
績

カ
ッ
プ
ル
向
け
に

期
間
限
定
プ
ラ
ン

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

白
馬
の
宿
が
変
わ
る

宿
泊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

⑤

白
馬
村
宿
泊
イ
ノ

べ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム

（
リ
ク
ル
ー
ト

「
じ
ゃ
ら
ん
」賞

）

「
宿
泊
施
設
の
脱
炭
素
化
、利
益
増
進
」

ホテレスでセミナー
国際観光施設協会エコ・小委員会

２月日、午前時分から

　
能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
に
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
ご

親
族
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
か

ら
の
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま

す
。
年
始
に
突
然
起
き
た
災
厄
の

被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
さ
ま
の
ご
心

中
を
思
う
と
胸
が
痛
み
、
ど
う
か

一
日
も
早
く
平
穏
な
日
々
が
や
っ

て
く
る
よ
う
に
と
祈
る
ば
か
り
で

す
。

　
私
は
年
末
年
始
に
新
潟
県
長
岡

市
の
実
家
に
帰
省
し
て
い
ま
し

た
。
最
も
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た

時
は
実
家
の
近
所
の
神
社
で
初
詣

の
長
蛇
の
列
に
並
ん
で
い
ま
し

た
。
元
旦
の
静
け
さ
と
、
ピ
ン
と

張
り
詰
め
た
冷
た
い
空
気
の
中

で
、
一
斉
に
お
び
た
だ
し
く
鳴
っ

た
緊
急
地
震
速
報
の
異
様
さ
。
あ

の
時
、
「
た
だ
事
で
は
な
い
、
何

か
が
起
き
た
の
だ
」
と
神
社
に
い

た
誰
も
が
察
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
神
社
で
す
か
ら
地
盤
が
安
定

し
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
地
面
が

波
打
つ
よ
う
に
ぐ
ら
ぐ
ら
と
揺
れ

ま
し
た
。
幸
い
、
実
家
は
玄
関
の

衝
立
と
庭
の
灯
篭
が
倒
れ
た
く
ら

い
で
、
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
母
も
私
も
け
が
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
母
が
中
越
地

震
を
思
い
出
し
て
い
た
く
興
奮
し

ま
し
た
し
、
そ
の
後
の
ニ
ュ
ー
ス

映
像
を
見
て
は
怖
が
り
ま
し
た
の

で
、し
ば
ら
く
実
家
に
い
ま
し
た
。

　
観
光
業
界
、
宿
泊
産
業
も
よ
う

や
く
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
復
活
し
、
意

気
揚
々
と
し
た
年
始
を
引
っ
く
り

返
す
出
来
事
で
、
一
部
地
域
の
皆

さ
ん
は
ま
た
厳
し
い
状
況
下
に
置

か
れ
ま
し
た
。
和
倉
温
泉
は
源
泉

を
引
く
配
管
の
破
損
も
伝
え
ら
れ

ま
し
た
ね
。
そ
の
後
も
、
地
震
で

揺
れ
た
北
陸
の
石
川
、
富
山
、
新

潟
の
宿
泊
施
設
の
キ
ャ
ン
セ
ル
続

出
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
と
あ
る

温
泉
地
の
方
か
ら
こ
ん
な
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　
今
は
三
つ
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

が
あ
る
。一
つ
目
は
、地
震
災
害
、

余
震
等
、
安
全
で
は
な
い
こ
と
に

よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
の
発
生
。
二
つ

目
は
、
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
の
発
生
。

加
え
て
、
新
規
予
約
の
減
少
。

「
う
ち
の
温
泉
地
か
ら
の
情
報
発

信
の
量
は
多
い
の
で
す
が
、
旅
に

誘
う
話
題
は
皆
無
で
す
」
。

　
残
念
な
が
ら
日
本
で
は
「
被
災

地
に
遊
び
に
行
く
の
は
、
被
災
者

に
悪
い
」
と
い
う
風
潮
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
な
か
な
か
変
え
ら
れ

な
い
考
え
方
で
す
。

　
で
す
が
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

か
ら
こ
そ
、
一
つ
ご
提
案
が
あ
り

ま
す
。

　
北
陸
の
復
興
の
兆
し
が
見
え
て

き
た
ら
一
斉
に
、
「
被
災
地
へ
の

お
見
舞
い
観
光
」
と
い
う
考
え
方

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
せ
ん
か
。

ス
ト
レ
ー
ト
に「
お
見
舞
い
観
光
」

と
名
付
け
て
し
ま
う
の
で
す
。
本

連
載
で
も
た
び
た
び
伝
え
て
き
ま

し
た
が
、
被
災
地
に
対
す
る
欧
米

の
成
熟
し
た
考
え
方
を
日
本
に
取

り
入
れ
る
の
で
す
。

　
も
う

年
前
の
出
来
事
で
す

が
、
２
０
０
４
年

月

日
に
起

き
た
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
は
死
者


万
人
、
負
傷
者

万
人
と
伝
え

ら
れ
る
大
惨
事
。
犠
牲
者
の
中
に

は
日
本
や
欧
米
諸
国
か
ら
の
観
光

客
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
翌
年
の
２
月
に
、
タ
イ
国

政
府
観
光
局
が
実
施
し
た
プ
レ
ス

ツ
ア
ー
で
、
大
打
撃
を
受
け
た
プ

ー
ケ
ッ
ト
を
訪
ね
ま
し
た
。
が
れ

き
は
散
乱
し
、
津
波
で
流
さ
れ
て

き
た
ご
み
も
そ
の
ま
ま
の
状
態
。

復
興
し
た
様
子
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
欧
米
人
が
ビ
ー
チ

で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
欧
米
か
ら

の
観
光
客
は
「
来
る
こ
と
が
応
援

だ
ろ
う
」
と
言
う
の
で
す
。
被
災

を
見
舞
う
と
い
う
気
持
ち
と
、
観

光
業
へ
の
理
解
の
深
さ
に
強
く
共

感
し
ま
し
た
。

　
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
の
「
被
災

地
へ
の
お
見
舞
い
観
光
」
は
、
私

に
と
っ
て
は
「
厳
し
い
状
況
下
に

置
か
れ
た
旅
館
に
泊
ま
る
と
、
お

客
と
宿
の
間
に
あ
た
た
か
い
交
流

が
生
ま
れ
る
。
こ
の
交
流
こ
そ
、

旅
の
醍
醐
味

だ
い
ご
み

に
な
る
」
と
思
え
ま

す
。
で
す
が
、
私
の
見
方
は
特
殊

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
宿
泊
業
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
訪
れ
た
時
の
メ
リ
ッ
ト

や
特
典
な
ど
を
明
確
に
発
信
し
て

ほ
し
い
。
い
ま
思
え
ば
、
コ
ロ
ナ

ま
ん
延
時
の
旅
行
支
援
も
そ
の
一

つ
で
し
た
。
た
だ
あ
れ
は
割
引
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
訪
問

し
た
お
客
さ
ま
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。
今
回
は
「
お
見
舞

い
観
光
」
と
言
葉
で
明
確
化
し
、

風
潮
を
変
え
て
い
く
の
で
す
。

　
実
は
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

今
日
、
観
光
経
済
新
聞
が
主
催
す

る
「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５

０
選
認
定
証
授
与
式
＆
に
っ
ぽ
ん

の
温
泉
１
０
０
選
表
彰
式
」
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
和
倉
温
泉

「
加
賀
屋
」
さ
ん
も
お
越
し
で
し

た
。
思
わ
ず
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
ハ
グ
を
し
て
別
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
温
泉
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
＝
月
２
回
掲
載

　
こ
の
欄
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
主
催
の
第


回
「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り

賞
」
（
厚
生
労
働
省
後
援
）
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
各
賞
を
受
賞
し
た
、
全

て
の
人
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
旅
館
・
地
域
の
先
進
例
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
長
野
県
白
馬
村
の
宿
泊
施
設
で
組

織
す
る
白
馬
村
宿
泊
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
チ
ー
ム
は
、
同
村
の
今
後
の
宿
泊

産
業
の
あ
り
方
を

探
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
。
「
持

続
可
能
な
宿
泊
業

の
提
案
」
と
し
て
、
三
つ
が
示
さ
れ

た
。

　
同
村
観
光
課
が
主
催
し
た
今
後
の

宿
泊
業
を
考
え
る
３
年
間
に
わ
た
る

研
修
の
成
果
報
告
を
兼
ね
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
。
第
１
部
で
同
村
と
同
じ
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
抱
え
る
北
海
道
ニ

セ
コ
町
の
片
山
健
也
町
長
を
招
き
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
た
基
調
講
演
を
実
施
。

　
第
２
部
で
「
持
続
可
能
な
宿
泊
産

業
の
提
案
」
と
題
し
た
成
果
発
表
。

「
断
熱
は
村
の
未
来
に
貢
献
す
る
」

「
は
ぶ
く
と
い
う
引
き
算
の
考
え
」

「

年
後
の
白
馬
の
宿
泊
産
業
を
築

く
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
で
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
が
発
表
し
た
。

　
村
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

う
ち
、
宿
泊
業
で
排
出
さ
れ
る
量
の

割
合
は

％
と
、
全
体
の
約
４
分
の

１
を
占
め
る
。
発
表
し
た
メ
ン
バ
ー

の
１
人
は
、
宿
泊
業
が
で
き
る
こ
と

の
一
つ
し
て
「
は
ぶ
く
歯
ブ
ラ
シ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
提
案
。
「
白
馬
を

訪
れ
る
年
間
１
０
０
万
人
の
観
光
客

が
歯
ブ
ラ
シ
の
使
い
捨
て
を
や
め
れ

ば
ご
み
の
量
が
減
り
、
地
球
温
暖
化

の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
」
と
、
歯
ブ

ラ
シ
の
無
料
提
供

を
し
な
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
を

求
め
た
。

　
国
際
観
光
施
設
協
会
の
エ

コ
・
小
委
員
会
は
２
月

日

午
前

時

分
か
ら
、
国
際

ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ョ

ー
会
場
（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
東
ホ
ー
ル
）
で
セ
ミ
ナ
ー

「
宿
泊
施
設
の
脱
炭
素
化
～

旅
館
の
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

適
正
化
し
て
利
益
を
生
む

～
」
を
開
く
。
同
委
員
会
の

３
氏
を
講
師
に
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
の
脱
炭
素
化
と
と
も

に
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
、
そ

れ
に
よ
る
施
設
の
高
稼
働

化
、
利
益
増
進
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

　
講
師
は
同
委
員
会
委
員
長

の
佐
々
山
茂
氏
（
佐
々
山
建

築
設
計
会
長
）
、
同
副
委
員

長
の
小
川
正
晃
氏
（
ユ
ニ
設

備
設
計
技
術
顧
問
）
、
畑
治

氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
社

長
）
。

　
気
候
変
動
へ
の
対
応
は
誰

も
が
避
け
て
通
れ
な
く
な

り
、
宿
泊
施
設
も
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
経
営
へ
と
つ
な
げ
る

た
め
に
、
同
問
題
が
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　
資
源
の
少
な
い
日
本
は
脱

炭
素
化
に
向
け
て
水
素
、
ア

ン
モ
ニ
ア
、
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
バ
イ
オ
、
核
融
合
発
電

に
向
け
て
の
技
術
開
発
を
進

め
て
い
る
が
、
宿
泊
業
界
で

も
省
エ
ネ
と
と
も
に
グ
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が

今
後
の
課
題
と
な
る
。

　
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

）

排
出
量
ゼ
ロ
の
電
力
を
使

い
、ま
き
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
、

生
ご
み
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
な

ど
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
経
営

を
実
践
し
、
そ
れ
が
市
場
に

受
け
入
れ
ら
れ
、
高
稼
働
と

高
価
格
を
実
現
し
て
い
る
宿

泊
施
設
が
あ
る
。

　
講
演
で
は
脱
炭
素
化
に
向

け
た
省
エ
ネ
、
食
品
ロ
ス
削

減
が
施
設
の
価
値
向
上
に
結

び
付
き
、
利
益
へ
と
つ
な
が

っ
た
こ
れ
ら
の
実
例
に
つ
い

て
解
説
す
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
聴
講
登
録
は

国
際
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン

シ
ョ
ー
の
公
式
サ
イ
ト
の

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
デ
ザ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
」
の
ペ
ー
ジ

（https://jma-hcj.com/visit
or/seminar/

）
か
ら
。

（８）第３２０６号 第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）１月２９日（月曜日）

　
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅
連
）
青
年
部
（
塚
島
英
太
部

長
＝
長
崎
県
・
ホ
テ
ル
長
崎
）
は
２
月

、

日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
江

東
区
）
で
第
２
回
「
宿
観
光
旅
博
覧
会
・
宿
フ
ェ
ス
」
を
開
く
。
全
国

都
道
府
県
の

青
年
部
を
は
じ
め
、
旅
行
会
社
、
運
輸
機
関
な
ど
旅
行
関
係
企
業
が
ブ
ー
ス
を
出
展
。

地
域
の
宿
、
観
光
の
魅
力
を
一
般
来
場
者
ら
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

昨
年
の
第
１
回「
宿
フ
ェ
ス
」

会
場

　
日
本
旅
館
協
会
東
北
支
部

連
合
会
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し

た
同
連
合
会
の
宿
泊
実
態
調

査
で
、
昨
年
１
年
間
（
１
～


月
）
の
東
北
６
県
の
宿
泊

者
数
累
計
は
前
年
比

％

増
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１

９
年
比
は

％
減
だ
っ
た
。

６
県
全
て
が
前
年
を
上
回
っ

た
。

　
前
年
比
で
青
森
県

％

増
、
岩
手
県

％
増
、
秋
田

県
１
％
増
、宮
城
県

％
増
、

山
形
県

％
増
、
福
島
県


％
増
。
地
区
別
で
は
宮
城
県

県
南
地
区
が

％
増
と
大
き

く
伸
び
た
。

　
月
別
で
は
１
～

月
が
前
年
同
月
超
え
。

月
は
前
年

並
み
だ
っ
た
。
伸
び
率
が
大

き
か
っ
た
の
が
２
月
の

％

増
、
３
月
の

％
増
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
の

年
同
月

比
は
全
て
の
月
で
マ
イ
ナ
ス

だ
っ
た
。

　
日
本
旅
館
協
会
北
海
道
支

部
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
宿

泊
実
績
調
査
の
昨
年

月
分

を
発
表
し
た
。
対
象
施
設
１

２
１
軒
の
う
ち
１
０
４
軒
が

回
答
。
宿
泊
人
員
は
前
年
同

月
比
３
・
１
％
減
。
コ
ロ
ナ

禍
前
の
２
０
１
９
年
同
月
比

は

・
９
％
減
だ
っ
た
。
売

り
上
げ
ベ
ー
ス
は
前
年
同
月

比
７
・
３
％
増
。

　
宿
泊
人
員
の
月
別
の
前
年

同
月
比
は
、
４
月
２
・
６
％

増
、
５
月

・
２
％
増
、
６

月

・
４
％
増
、
７
月

・

８
％
増
、８
月

・
５
％
増
、

９
月

・
３
％
増
、

月


・
４
％
増
、

月
７
・
６
％

増
。
月
は
減
少
に
転
じ
た
。

　
各
旅
館
か
ら

月
の
動
向

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

　
「
５
日
間
の
み
営
業
。
平

日
が
鈍
く
、
週
末
稼
働
上
が

る
傾
向
。
個
人
が
伸
び
て
き

て
い
る
が
、
エ
リ
ア
全
体
と

し
て
は
、依
然
厳
し
い
状
況
」

　
「
募
集
団
体
は
皆
無
と
な

っ
た
」

　
「
改
修
工
事
で
１
週
間
休

館
。
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
で

地
元
団
体
会
合
見
合
わ
せ
、

厳
し
い
数
字
な
が
ら
価
格
ア

ッ
プ
の
効
果
は
出
つ
つ
あ
る

よ
う
」

　「

月
中
～
５
月
末
ま
で
、

施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
改
修
工

事
の
た
め
、
客
数
減
少
に
影

響
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
計
画

並
み
だ
っ
た
が
、
国
内
の
動

き
が
非
常
に
悪
く
、
前
年
割

れ
し
た
。
能
登
半
島
地
震
、

日
航
機
事
故
の
影
響
で
の
キ

ャ
ン
セ
ル
は
今
の
と
こ
ろ
な

い
」

　
「
建
築
関
係
の
ビ
ジ
ネ
ス

客
が
多
い
。
暖
冬
が
続
き
、

雨
な
ど
も
多
く
ス
キ
ー
場
が

あ
ま
り
良
い
状
態
で
は
な
い

と
思
う
。
今
後
の
予
約
に
ど
う
響
く
か
が
心
配
」

　
「
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
）

ア
ジ
ア
圏
中
心
に
戻
り
つ
つ

あ
る
が
、
他
地
区
と
比
べ
道

東
は
弱
い
模
様
。
直
行
便
が

な
い
こ
と
や
２
次
交
通
が
課

題
か
と
思
わ
れ
る
」

　
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
初
開

催
。
２
日
間
で
延
べ
約
３
万

人
が
来
場
し
た
。
会
場
は
同

時
期
に
国
際
ホ
テ
ル
・
レ
ス

ト
ラ
ン
シ
ョ
ー
（
主
催
＝
日

本
能
率
協
会
な
ど
）
が
行
わ

れ
て
い
る
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
の
東
展
示
棟
第
８
ホ
ー

ル
。
国
際
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト

ラ
ン
シ
ョ
ー
は
宿
泊
、
飲
食

な
ど
の
業
界
向
け
イ
ベ
ン
ト

だ
が
、
宿
フ
ェ
ス
は
一
般
か

ら
も
多
く
の
来
場
を
募
る
。

　
会
場
は
全
旅
連
青
年
部
員

を
中
心
に
、
全
国

都
道
府

県
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
出
展
。

伝
統
文
化
、
風
土
、
食
、
体

験
な
ど
、
各
地
域
の
魅
力
を

紹
介
す
る
。
「
地
元
を
知
り

尽
く
し
た
宿
泊
施
設
だ
か
ら

こ
そ
伝
え
ら
れ
る
日
本
の
魅

力
を
発
信
。
加
え
て
、
全
国

の
魅
力
を
知
り
尽
く
し
た
大

手
旅
行
会
社
や
交
通
事
業
者

な
ど
、
旅
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
が
一
堂
に
会
す
る
」

（
全
旅
連
青
年
部
）
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ

る
。
阿
波
踊
り
、
温
泉
む
す

め
、
く
ま
モ
ン
、
書
道
家
・

青
柳
美
扇
氏
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
Ｄ
Ａ
Ｍ

（
第
一
興
商
）
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
ス
テ

ー
ジ
な
ど
。
全
国

都
道
府

県
の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
れ
る

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
行
う
。

　
開
催
時
間
は
各
日
と
も
午

前

時
か
ら
午
後
５
時
。
入

場
無
料
。

　
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
（
東

京
都
台
東
区
）
は
２
月
１
日

か
ら
３
月

日
ま
で
の
期
間

限
定
で
、
カ
ッ
プ
ル
向
け
の

「
記
念
日
プ
ラ
ン
」
を

階

の
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
唐

紅
花
」
「
蒔
絵
」
で
設
定
し

た
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と

浅
草
の
街
並
み
を
一
望
す
る

窓
際
席
を
用
意
す
る
な
ど
特

典
付
き
。

　
中
国
料
理
と
西
洋
料
理
、

２
人
の
シ
ェ
フ
が
手
掛
け
た

料
理
を
提
供
。
季
節
の
カ
ク

テ
ル
と
デ
ザ
ー
ト
の
盛
り
合

わ
せ
が
付
く
。
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
（
２
月

日
）
と
ホ

ワ
イ
ト
デ
ー
（
３
月

日
）

は
限
定
の
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス

を
用
意
す
る
。


